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平均賃金の推移 令和6年（2024年）公共工事設計労務単価とアンケート平均賃金日額の比較(職種別)
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令和6（2024）年度賃金アンケート結果報告 賃金対策部

労働保険の
更新月です！

23 確定申告前に確認を！
建設国保関連記事の掲載：4面

今月の紙面
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「仕事と暮らしの実態に
配慮した税務行政の推進」
に向けた11項目を要請

い
ざ
!!

　第69回広島県建設労働組合定期大会を来る3月22
日（土）に建労会館で開催します。
　ご出席いただく代議員の皆様におかれましては、事
前に議案についてご検討いただき、大会が成功のうち
に終了できますように、ご協力をお願いいたします。

執行委員長　原　　正

日　時 ： 2025年（令和7年）3月22日（土）
12時30分から

場　所 ： 建労会館（広島市西区横川新町8-12）
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一人親方労災保険・労働
保険一括有期事業加入の方の
更新手続きは3月3日（月）まで
※日額変更：2月21日（金）まで

【県・賃金対策部長・輪場直幸】令和6年3月の賃金、
請負単価の現状を7月から9月末までの期間にアンケート方
式で調査を行いました。組合全体で3,678人の方から回答を
いただきました。（紙面回答2,581人・WEB回答1,097人）
　このアンケート調査は、就労形態、労働日数、年齢別、職
種別、立場別の平均賃金を部門別に集計、分析して上部団
体の全建総連に報告するだけではなく、国や関係省庁、行
政団体などへの交渉、制度の改善、要求等に活用します。
　以下の通り、アンケート結果（概要）を報告します。こ

のアンケートの趣旨をご理解いただき、今後も賃金対策部の活動にご協力をよろしく
お願いします。

◆就労形態
従業員を雇っていない一人親方が最も多く1,789人（51.8％）、雇用されている従

業員が919人（26.6％）、従業員を雇っている事業主が744人（21.5％）でした。

◆平均年齢
全体は53.6才（前年53.1才）。一人親方56.6才（前年56.2才）、従業員46.5才（前

年44.5才）、事業主55.1才（前年54.9才）でした。

◆平均賃金(日額)
従業員は14,463円で、前年比では487円減少していますが、月給制の従業員は前

年と比べると10,372円増加しています。
　一人親方の報酬は22,035円で、月給換算（報酬×稼働日数）とともに増加してい
ます。一方で経費を差し引くと賃金18,709円となり、前年比1,075円減少していま
す。これは物価高による価格転嫁が進んでおらず、結果的に賃金部分で補填せざるを
得ない状態にあると考えられます。
　最も多かった回答（中央値）は、従業員は14,000円、一人親方は20,000円でした。
　従業員の職種別では、建築大工15,051円、電気工14,400円、配管工15,264円、内
装工12,763円、塗装工13,958円でした。

★一人親方に多かった意見
・インボイス登録しなかったので、以降手間から消費税を全て削られた
・週休2日で年収が下がった
・以前は税込みの賃金でしたが今回から税抜きの賃金になり
インボイス制度により消費税分だけ賃金ダウンになりました。

★従業員に多かった意見
・最近週休二日の現場が増えてきているが、休みが増えても
日給保証もなく月給が減るばかりで生活がきびしくなる。
大手ゼネコンや元請業者にもっと賃金アップしてほしい。
・日給制なので雨天や大型連休があったりすると給料が不安定で厳しいです。

★事業主に多かった意見
・下請けに対する単価が低すぎる。税金納めるために働いている状態をどうに
かしてほしい。従業員の給料上げたくてもできない。

職種名
3/1～
設計労務
単価

設計
労務単価
前年比

従業員 一人親方
賃金
日額

賃金日額
前年比

労務
単価比

報酬
日額

経費
日額

賃金日額
(報酬-経費)

賃金日額
前年比

報酬日額
前年比

報酬日額
労務単価比

建築大工 23,800 700 15,051 △710 △8,749 20,786 2,850 18,150 △1,473 1,163 △3,014
電気工 22,800 1,000 14,400 167 △8,400 24,079 4,971 19,507 △135 4,437 1,279
配管工 21,400 1,000 15,264 △100 △6,136 22,868 3,810 19,158 △1,469 2,240 1,468
内装工 24,600 1,700 12,763 △4,611 △11,837 23,215 3,055 20,288 △277 2,650 △1,385
塗装工 23,800 1,600 13,958 38 △9,842 21,333 4,028 17,550 △1,289 2,494 △2,467

令和元年
(2019)

令和2年
(2020)

令和3年
(2021)

令和4年
(2022)

令和5年
(2023)

令和6年
(2024)

対
令和5年
差額

従業員
日給制 14,911 14,040 14,011 14,880 14,949 14,463 △487⬇
月給制 ― ― ― 395,498 317,507 327,87910,372⬆

一人
親方

日給 18,378 18,590 18,507 18,791 19,784 22,035 2,251⬆
月給換算 ― ― ― 452,006 425,708 433,996 8,289⬆
全体 ― 16,748 16,259 17,588 18,550 20,522 1,971⬆

　一人親方の職種別・報酬（カッコ内は経費を差し引いた賃金部分）では、建築大
工20,786円（18,150円）、電気工24,079円（19,507円）、配管工22,868円（19,158
円）、内装工23,215円（20,288円）、塗装工21,333円（17,550円）でした。報酬と
しては５職種とも前年比増ですが、経費を差し引いた賃金部分は5職種とも大きくマ
イナスになっています。
事業主が回答した従業員への支払賃金を公共・民間工事別で
見ても、大きな差はありませんでした。
　物価高等による影響については、従業員は「変わらない」が
最も多く72.6%、一人親方は「変わらない」が半数でしたが、
残り44.7%が「減少した」と回答しました。事業主は従業員に
払う賃金について「変わらない」63.5%でした。
　一昨年と昨年の年収比較については、従業員・一人親方とも
「変わらない」が最も多い回答でした。

※アンケート回答数の多かった5職種を抜粋　（公共工事設計労務単価は広島県）

（単位：円） （単位：円）

2025年（令和7年）2 月 10 日 発行第 805 号 昭和41年７月11日第三種郵便物認可第3433号（1）
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（３）外注費のまとめ方
①令和6年分の費用として計上するのは、令和6年中に完成・引渡をした外注工事分です。
②完成・引渡をした外注工事分の中で未払いの外注費についても、費用として計上します。
③令和6年に前年完成・引渡分の支払いをした場合は、決算上はすでに前年の外注費に計
上されているため、当年分の支払計上額からは除きます。
④仕掛仕事で期末(12月31日)までに支払った外注費を期末仕掛工事としてまとめます
（令和6年分の外注費に計上しないための作業）。完成引き渡しをした期に計上します。

（４）労務費のまとめ方
①令和6年中に支払った職人、応援、アルバイト等への支払賃金を労務費として計上します。
②期末(12月31日)までに支払った賃金で、仕掛となる工事にしか従事しない職人等の労
務費は、期末仕掛工事とします(令和6年分の外注費に計上しないための作業）。完成引
き渡しをした期に計上します。

（５）現場経費について（原価に計上）
①現場経費に計上したものは、一般経費に計上しません(二重計上となるため）。
②現場経費の主なものとして、建設機器等のリース料、廃材処理費、仮設事務所、仮設ト
イレ等の設置費用、現場の損害保険料、工事現場での駐車場代、現場での茶菓子代など
があります。

（６）期末仕掛工事のまとめ方
①仕掛工事にかかった材料費、外注費、労務費等
の工事費用は、完成・引渡した年の費用に計上
します。
②そのため、仕掛工事の中で12月31日までに支出
した費用を期末仕掛工事としてまとめます。

（７）工事原価の計算（例）

（８）一般経費のまとめ方
①領収書や請求書等に記載された金額を、その内容や用途に応じた費用科目に分類して
記帳します。
②自動販売機の利用などで、領収書が得られない場合には、出金伝票に日付、金額、相手
先、内容を記録保管して記帳に備えます。
③計上額は消費税込みの金額とします。
④未払いでも令和6年中に支払い義務が確定している費用は計上します。
⑤水道光熱費、電話(携帯電話)代など自宅と共用している場合は、事業で使用した割合分
を経費に計上します。
⑥取得金額が10万円以上や1年以上使用可能なものは、減価償却計算をして当年分の償却
費用を計上します。

　個人事業の場合、1年間（1月1日〜12月31日）の総収入金額から、必要経費を差し引
いた金額が事業所得となります。

（１）工事収入《図1》・《図2》
令和6年中に完成・引渡を終えた工事の請負代金を総収入金額に計上します(工事完成基準）。
①工事代金が未収でも、完成・引渡により収入が確定した場合、その請負代金を総収入金
額に計上します。
②期末仕掛工事で前受金を受け取った場合は、令和6年分の総収入金額には計上しません。

（２）自家消費
仕入れた材料を自宅や作業場などの増改築等に使用したり、親族等に無償や低額で渡し
た場合は、自家消費として収入に計上しなければなりません。
　収入に計上する金額は原則として「通常の販売価格(定価)」とされていますが、建設資
材など仕入れ金額や定価がわかる物は帳簿に記載がある場合に限り「仕入金額」または
「定価の70%」のいずれか高い方の金額とすることができます。

　なお、自家消費による外注費等は経費に計上しません。
※消費税でも自家消費は課税売上となります。

（３）雑収入
事業に関連して得た収入を雑収入として計上します。
①廃材や作業クズなどの売却収入
②取引相手などからの紹介料、リベート収入など
③従業員宿舎の使用料収入

（４）新型コロナ等に対する給付金について
事業者の収入が減少したことに対する補償や必要経費に対する補てんを目的とした給

付金は、所得税は原則として、事業所得になります。なお、消費税は課税対象に当たらず
不課税(課税対象外)となります。

　令和6年分の工事収入
を得るためにかかった必
要経費を、工事原価と一般
経費に分けて整理します。

（１）工事原価をまとめる上での注意《図1》
①令和6年分の完成・引渡工事に直接かかった材料費、外注費、労務費、現場経費などの
費用を請求書や領収書等に基づいて明らかにします。
②未払いでも完成・引渡工事に該当する費用は計上します。
③仕掛工事で期末(12月31日)までに支出した費用は、完成・引渡した年の費用に計上す
るため、令和6年中に支出した工事費用総額から、仕掛工事分として差し引くことに注
意します。

（２）材料費のまとめ方
①前年（令和5年）から引き継いだ在庫材料(期首棚卸高)を令和6年分の材料費に加えます。
②仕入先からの請求書等に基づいて、令和6年中に仕入れた材料費をまとめます。
③期末（12月31日）の在庫材料を調べます(令和6年分の材料費に計上しないための作業）。
④仕掛工事で期末までに使用した材料費を確認して、期末仕掛工事支出分としてまとめま
す(令和6年分の材料費に計上しないための作業）。

１. 事業所得の計算について

２. 令和6年分の総収入金額となるもの

３. 必要経費のまとめ方

事業所得の計算

確定申告の活用に

※事業用の車両や機械などを売却して得た収入は譲渡所得として取り扱います。

総収入金額 必要経費（工事原価・一般経費） 事業所得― ＝

【必要経費】
①
工
事
原
価

材 料 費 木材、資材、建築金物などの材料費用
外 注 費 内装、電気、配管工事など外注した工事費用
労 務 費 常用・手間請職人、アルバイト等への賃金
現場経費 工事現場で必要な費用

②一般経費 事業活動を継続していく上で必要とされる費用

期末仕掛工事の支出内訳
山本邸増改築工事
（令和6年11月6日着工） 支出金額

材料費、外注費、労務費、
現場経費 575,370円

期末仕掛工事支出金　合計 575,370円

【期末材料棚卸の目的等】
　期末在庫材料は、すでに材料の支払いが済んでいても令和6年分の材料費には計上しませ
ん。なぜなら未使用の材料は次の年に使う予定であり、使用した年の材料費に計上するから
です。そこで期末時点で未使用の在庫材料を、令和6年中に仕入れた材料から差し引く手続き
が必要となります。
　また貸借対照表を作成する場合は、この期末在庫材料を棚卸資産として計上します。
①期末時点の在庫材料の数量を確認します。
②最後に仕入れたときの価格で材料棚卸高
を計算します。
③仕入れた材料費を消費税込みで計上して
いる場合は、期末時点で未使用の在庫材
料を消費税込みで計上します。

在庫材料名 数量 消費税込み単価 金　額
スギ角120 15 4,500円 67,500円
ヒノキ角150 12 7,400円 88,800円
期末材料棚卸高の合計(消費税込み) 156,300円

工
事
原
価

期首棚卸高 Ⓐ ← 前年から持ち越した在庫材料
期首仕掛工事 Ⓑ ← 前年の仕掛工事の金額
期首商品（製品）棚卸高（Ⓐ＋Ⓑ） ⑤
材料仕入高 Ⓒ 6 0 4 9 4 3 0 ← 当年の仕入高
労務費（支払賃金） Ⓓ 3 2 8 3 3 0 0 ← 1〜12月の支払合計
外注費 Ⓔ 6 4 4 6 0 0 0 ← 請求書等に基づく支払総額
現場経費 Ⓕ 4 2 3 2 4 0

仕入金額（製品製造原価Ⓒ＋Ⓓ＋Ⓔ＋Ⓕ）⑥ 1 6 2 0 1 9 7 0
小　　計（⑤＋⑥） ⑦ 1 6 2 0 1 9 7 0 ← 1〜12月の支払合計
期末棚卸高 Ⓖ 1 5 6 3 0 0 ← 期末の在庫材料
期末仕掛工事 Ⓗ 5 7 5 3 7 0
期末商品（製品）棚卸高（Ⓖ＋Ⓗ） ⑧ 7 3 1 6 7 0
差引原価（⑦−⑧） ⑨ 1 5 4 7 0 3 0 0 ← 当年の工事収入に掛る工事原価

工事名称 工事期間 請負金額 値引額
当年着工〜当年完成引渡 佐藤不動産（手間請）令和6年1月〜3月 153万円（注1）
当年着工〜当年完成引渡 鈴木邸新築工事 令和6年5月〜10月 1,800万円 10万円
当年着工〜当年完成引渡 その他工事8件 令和6年1月〜11月 175万円
当年着工〜翌年完成引渡 山本邸増改築工事 令和6年11月〜令和7年1月 121万円（注2）

（注1）材料費支給による工事
（注2）令和7年完成・引渡工事分の入金や期末仕掛工事の前受金は令和6年分の工事収入には計
　　　上しません。その工事に支出した費用を期末仕掛工事として工事原価から差し引きます。

前年（令和5年）　　　　　　当年（令和6年）　　　　　　翌年（令和7年）1月1日

×

×

12月31日

前年完成・引渡工事
前年着工、当年完成・引渡工事

当年着工、当年完成・引渡工事

当年着工、翌年完成・引渡工事

（前年の収入・必要経費となります）
（工事代金が未収でも当年の収入・必要経費とします）

（工事代金が未収でも当年の収入・必要経費とします）

（前受金等を受領しても翌年の収入・必要経費となります）

○
○
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機関紙「全建総連」2025年1月 税金対策特集号から一部転載（3面へ続く）

《図2》　令和6年分となる工事収入（完成工事高）の内訳（例）

《図1》　令和6年分の工事収入となる工事の範囲

入
校
受
付

令和7年
2月28日まで入校生を募集

パンフレットはこちらの訓練校HPより▲
※定員は先着10人

電話：082-292-7798
FAX：082-294-0248

入校申し込み、訓練時間、入校金、
授業料などのお問い合わせ先

一般社団法人 広島建築共同職業訓練協会・広島県建築高等職業訓練校
匠の技を身につけよう

建築士・技能士の
資格取得を目指そう!!

〒733-0013  広島市西区横川新町8-12

組合共済「入学祝」

　2022年4月に小学校・中学校
へ入学されたお子さまの入学祝
給付（小学校2万円、中学校1
万円）の申請は本年3月31日ま
でです。申請がお済みでない方
は、所属の地連へお問い合わせ
ください。

資格取得奨励金・報奨金

　資格取得奨励金・報奨金の
申請は資格取得日から3年以内
です。2022年中に取得された
資格に対する給付申請
期限は本年中に期限を
迎えますので、ご注意
ください。
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選
択

控除の種類 控除を受けられる場合、内容、区分
控　　除　　金　　額

所得税の場合 住民税の場合

雑損控除 本人又は扶養家族の有する生活用資産について風水害、火災等の災害、盗難
又は横領による損害

「損失金額－保険金等により補てんされた金額」＝①
①の金額－（総所得金額等の合計額×10％）
災害関連支出の金額－5万円 いずれか多い方

医療費控除 支払った医療費から合計所得金額の5％と10万円を比べて少ない方の金額を
引いた額 最高200万円まで 最高200万円まで

セルフメディ
ケーション税制
（医療費控除の特例）

1月1日から12月31日までに購入した医薬品（スイッチOTC薬等）の合計額か
ら12,000円を差し引いた額。なお、控除を受けるためには予防接種や健康診
断など国が定める取り組みを当年中に行っていることが必要です。
（適用期間平成29年1月1日〜令和8年12月31日）

12,000円を超えた金額。
但し、控除上限は88,000円

12,000円を超えた金額。
但し、控除上限は88,000円

社会保険料控除
国保、年金、介護保険料、年金基金、健保、労災保険の特別加入者の保険料
※国民年金、年金基金の社会保険料控除には「社会保険料（国民年金保険料、
年金基金）控除証明書」の添付が必要です。

全　　額 全　　額

小規模企業
共済等掛金控除 小規模企業共済の掛金、心身障害者扶養共済の掛金 全　　額 全　　額

生命保険料控除

《旧契約の控除−平成23年12月31日以前に契約締結》
①�一般生命保険料控除　最高5万円
②個人年金保険料控除　最高5万円
《新契約の控除－平成24年1月1日以後契約締結》
1一般生命保険料控除　最高4万円
2個人年金保険料控除　最高4万円
3介護医療保険料控除　最高4万円
　↓
①または1、②または2、および3を合計して最高12万円が限度となります。

【旧契約と新契約がある場合の計算方法】
　一般の生命保険料に新契約と旧契約が混在する場合は、両方を計算します。新契
約は新契約の計算方法で、旧契約は旧契約の計算方法で控除額を算出します（上
限各5万円）。旧契約のみで計算した場合に控除額が4万円を超える場合は、新契約
を考慮せずに旧契約のみで計算したほうが有利になるということです。なお、旧
契約と新契約の両方を控除対象とする場合の控除上限金額は4万円です。
　個人年金保険料に新契約と旧契約が混在する場合も同様です。なお、介護医療
保険料については新契約のみですので、上記のように有利、不利を検討すること
は発生しません。

地震保険料控除 地震保険契約に係る地震等相当分の保険料 全額（最高50,000円まで） 支払保険料×0.5（最高25,000円まで）

経過措置 平成18年12月31日までに締結した長期保険契約（損害保険契約等のうち満期
返戻金等のあるもので保険期間又は共済期間が10年以上のもの） 最高15,000円まで 最高10,000円まで

※地震保険料＋経過措置 ※最高50,000円まで ※最高25,000円まで

寄附金控除

国または地方公共団体等、政党、認定NPO法人、特定の公益財団法人、共同
募金会、日本赤十字社支部、各自治体が条例で指定する寄附金

※「政党、認定NPO法人等寄附金特別控除」（税額控除）も可能。
　寄附金から2,000円を控除した金額の40％（政党は30％）。
　ただし所得税額の25％までが限度。

「特定寄附金の支出額」と「総所得金額等の合計額
の40％」とのいずれか少ない方の金額－2,000円

寄附金税額控除
【基本控除額】

　（寄付金〈※〉−2,000円）×10%〈※〉
【特例控除額〈※〉】

　（寄付金−2,000円）×（100%−10%（基本控除額）
−所得税率（0～45%〈※〉））
※は限度・適用要件有り

※配偶者控除及び扶養控除を受けていて「障害者」「特別障害者」「同居特別障害者」に該当する場合は、障害者控除も対象となります（なお16歳未満の年少扶養控除は廃止されていますが、障害者控除の対象になります）。

《旧契約》

2万5千円以下 支払保険料等の全額
2万5千円超
5万円以下

支払保険料等×2分の1
＋12,500円

5万円超
10万円以下

支払保険料等×4分の1
＋25,000円

10万円超 50,000円

《旧契約》

1万5千円以下 支払保険料等の全額
1万5千円超
4万円以下

支払保険料等×2分の1
＋7,500円

4万円超
7万円以下

支払保険料等×4分の1
＋17,500円

7万円超 35,000円

《新契約》

2万円以下 支払保険料等の全額
2万円超
4万円以下

支払保険料等×2分の1
＋10,000円

4万円超
8万円以下

支払保険料等×4分の1
＋20,000円

8万円超 40,000円

《新契約》
1万2千円以下 支払保険料等の全額
1万2千円超
3万2千円以下

支払保険料等×2分の1
＋6,000円

3万2千円超
5万6千円以下

支払保険料等×4分の1
＋14,000円

5万6千円超 28,000円

配偶者控除 配偶者特別控除

確定申告
する人の

合計所得金額

配偶者の合計所得金額（所得48万円以下） 配偶者の合計所得金額
控除対象配偶者
所得48万円以下

（給与収入だけの場合
103万円以下）

老人控除対象配偶者
所得48万円以下

（給与収入だけの場合
103万円以下）

48万円超
95万円以下

（103万円超
150万円以下）

95万円超
100万円以下
（150万円超
155万円以下）

100万円超
105万円以下
（155万円超
160万円以下）

105万円超
110万円以下

（160万円超
166万7,999円以下）

110万円超
115万円以下

（166万7,999円超
175万1,999円以下）

115万円超
120万円以下

（175万1,999円超
183万1,999円以下）

120万円超
125万円以下

（183万1,999円超
190万3,999円以下）

125万円超
130万円以下

（190万3,999円超
197万1,999円以下）

130万円超
133万円以下

（197万1,999円超
201万5,999円以下）

133万円超
（201万5,999円超）

900万円以下 38万円 48万円 38万円 36万円 31万円 26万円 21万円 16万円 11万円 6万円 3万円 0円
900万円超
950万円以下 26万円 32万円 26万円 24万円 21万円 18万円 14万円 11万円 8万円 4万円 2万円 0円
950万円超
1,000万円以下 13万円 16万円 13万円 12万円 11万円 9万円 7万円 6万円 4万円 2万円 1万円 0円

1,000万円超 0円 0円 0円 0円 0円 0円 0円 0円 0円 0円 0円 0円

配偶者控除及び配偶者特別控除の控除額表

※配偶者控除が受けられる老人控除対象配偶者は昭和30年1月1日以前に生まれた方（70歳以上の方）。
※配偶者特別控除の「配偶者の合計所得金額」欄の（　）内の金額は、配偶者の収入が給与所得だけの場合の給与収入の金額です。

所得控除の一覧表

控除の種類 適　　用　　対　　象 所得税 住民税

配偶者控除
一般の配偶者（パート収入等が103万円までの場合に適用）　※下表参照 最高38万円 最高33万円
老人配偶者（70歳以上）【昭和30.1.1以前生】　 ※下表参照 最高48万円 最高38万円

配偶者特別控除 ※下表参照 最高38万円 最高33万円

扶養控除

一般扶養親族（16歳以上18歳以下）と成年扶養親族（23歳以上69歳以下）
【平成18.1.2～平成21.1.1生】と【昭和30.1.2～平成14.1.1生】 38万円 33万円

特定扶養親族（19歳以上22歳以下）【平成14.1.2～平成18.1.1生】 63万円 45万円

老人扶養親族（70歳以上）【昭和30.1.1以前生】
同居老親以外 48万円 38万円
同居老親等 58万円 45万円

障害者控除 本人、配偶者、扶養親族（1人につき）
障害者控除（3〜6級） 27万円※ 26万円※
特別障害者控除（1〜2級）※精神障害者は1級のみ 40万円※ 30万円※
同居特別障害者控除 75万円※ 53万円※

ひとり親控除
現に婚姻をしていない者又は配偶者の生死の明らかでない者で、次にあげる要件を満たすもの。
①その者と生計を一にする子で課税標準の合計額が48万円以下、②本人の合計所得金額が500万円以下であること、
③住民票にその者と事実上婚姻関係と同様の事情にある続柄である旨の記載がされていないこと。

35万円 30万円

寡婦控除

ひとり親控除に該当せず、次にあげる者
①夫と離婚した後婚姻をしない者のうち、次の要件を満たす者（ⅰ扶養親族を有する、ⅱ合計所得金額が500万円以下で
あること、ⅲ住民票にその者と事実上婚姻関係と同様の事情にある続柄である旨の記載がされてないこと）。
②夫と死別した後婚姻をしていない者又は夫の生死の明らかでない者で①のⅱとⅲの要件を満たす者。

27万円 26万円

勤労学生控除 本人が勤労学生で所得金額が75万円以下で、給与所得等以外の所得が10万円以下 27万円 26万円

基礎控除

《合計所得金額》
2,400万円以下
2,400万円超2,450万円以下
2,450万円超2,500万円以下
2,500万円超

48万円
32万円
16万円

0

43万円
29万円
15万円

0
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　「健康づくりビンゴ」のクリア期限が令和7年3月31日と近づいてきました。
　完成したビンゴ数に応じた応募ハガキを郵送しますので、届きましたら、対
象賞品から希望の品をひとつ選択し令和7年5月31日までに応募してください。
　ビンゴ完成を目指して一マスでも多くクリアするとともに、これからも健
康づくりを習慣づけていきましょう。

Ｑ１：令和７年１月から、申告書等の控えに収受日付印の押なつが行われなくなるって本当ですか？
Ａ：e-Tax利用率は向上しており、国税に関する手続等の見直しの一環として、令和７年１月から、
申告書等の控えに収受日付印の押なつを行わないこととしました。
　ただし、当分の間の対応として、窓口で交付する「リーフレット」に申告書等を収受した「日付」
や「税務署名」を記載したものが、希望者にのみ渡されます。また、郵送等により申告書等を提出
する際、切手を貼付した「返信用封筒」を同封された方に対しても、同様のリーフレットが返送され
ます。
　申告書等の控えの収受日付印以外で、申告書等の提出事実・提出年月日を確認する方法には、
「e-Taxによる申告・申請手続」「申告書等情報取得サービス（オンライン申請のみ）」「保有個
人情報の開示請求（オンライン申請可）」「税務署での申告書等の閲覧サービス（税務署窓口での
申請のみ）」「納税証明書の交付請求（オンライン申請可）」があります。
　なお、個人の方による所得税申告書等の情報の確認方法については、「申告書等の情報の取得
について（国税庁HP「申告書等の情報の取得について」：https://www.nta.go.jp/
about/disclosure/kojinjoho/shinkoku.htm）」をご覧ください。
参考：国税庁HP「令和７年１月からの申告書等の控えへの
収受日付印の押なつについて」
https://www.nta.go.jp/taxes/tetsuzuki/onatsu/index.htm

税金Ｑ＆Ａコーナー 税金対策部
国保組合
関　　係
予 算 案 2,611.8億円確

保

※項目毎に四捨五入しています
※こども子育て支援制度のシステム整備補助は、補正予算でこども家庭庁管轄へ

2025（令和7）年度〜　国保組合関係予算案の内訳

【内　訳】 2024年度
予算

2025年度
予算案 増　減

定率補助 1,504.3億円 1,475.9億円 ▲28.4億円

調整補助金 1,059.7億円 1,048.6億円 ▲11.1億円

出産育児一時金補助金 20.3億円 19.1億円 ▲1.2億円

高額医療費共同事業補助金 37.6億円 41.0億円 ＋3.4億円

事務費負担金 21.7億円 21.4億円 ▲0.3億円

特定健診・特定保健指導補助金 5.9億円 5.9億円 0億円

計 2,649.4億円 2,611.8億円 ▲37.7億円

ハガキ・地元国会議員要請の成果

建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

★健康づくりビンゴ表はクリア出来ていますか?★

★確定申告時の職業等記載について★
　確定申告の書類は、当組合が3年に一度実施している業種調査など様々な
手続きの証明書類としても使用できます。申告の際には記入漏れのないよう
にし、職業欄、屋号・雅号欄は、具体的な業種・職種と屋号を記入するよう
お願いします。

　令和6年1月から令和6年12月までの1年間に同じ世帯で支払った医療費などが
10万円（所得金額が200万円未満の人は、その5％）を超えた場合、確定申告に
より税金が軽減されます。
　なお、控除を受けるには、「医療費控除の明細書」の添付が必要となりますが、
建設国保から送付される『医療費通知書（医療費控除申告用・年間分）』（令和7年
2月下旬送付予定）により「医療費控除の明細書」の記入が簡略化されますので、
ぜひご活用ください。
　また、介護保険の該当になり、それを利用して受けた施設サービス及び居宅サー
ビス並びに特定健康診査の受診者で、特定保健指導の積極的支援を受けた者のう
ち一定基準を満たす方の自己負担額についても医療費控除の対象になります。

（※1）スイッチOTC医薬品とは
　要指導医薬品及び一般用医薬品のうち、医療用から転用された医薬品で、対
象製品であることを示す識別マークが表示されます。また、対象製品を購入
した際には、レシートに対象製品であることが表示されます。

（※2）一定の取組とは
　次の①から⑤の健診等または予防接種（医師の関与があるものに限る）を
いいます。
①予防接種　②がん検診　③定期健康診断（事業所健診）
④特定健康診査、特定保健指導　⑤健康診査（人間ドック等）

★控除額の計算方法

　（※）保険金等で補てんされる金額とは
　・建設国保から支給される「療養費」、「高額療養費」、「出産育児一時金」など。
・民間の生命保険・損害保険会社等から支給される「医療保険金」、「傷害費
用保険金」、「入院給付金」など、医療費の補てんを目的として支払われる
給付金。

◎上記補てん額がある場合は、医療費通知に記載された患者負担額と、実際に負
担された額が異なる為、ご自身で額を訂正し申告していただく必要があります。

★控除の対象になるもの
（例）・医師、歯科医師などによる治療費

・入院時の食事代や部屋代、通院にかかる交通費
(自家用車のガソリン代は除く）
・治療のための医薬品の購入費
・あんま、マッサージ、指圧師、鍼灸師、柔道整復師などによる施術料
・保健師、看護師などに支払った療養上の世話の費用

Ａ　―　Ｂ　＝　医療費控除額（最高200万円まで）

・10万円(総所得金額等が200万円未満の人は、総所得金額等の5％)　　　…Ｂ

…Ａ保険給付金等で補てん
される金額（※）―・ 令和6年中に支払った

医療費の総額

医療費控除について

セルフメディケーション（自主服薬）税制について

★控除される金額
令和6年1月1日から令和6年12月31日までの年間購入金額が合計で12,000円

を超えた部分が控除の対象となり、金額の上限は88,000円となっています。
なお、生計を一にしている家族分も含まれます。
＊注意＊
◎申告される方が一定の取組を行っていることが要件とされているため、申告
される方が取組を行っていない場合は、控除を受けることはできません。
◎従来の医療費控除制度とセルフメディケーション税制（医療費控除の特例）
を同時に利用することはできません。
◎領収書の添付、提示は必要ありませんが、確定申告期限等から5年間は、確認
のために税務署から提示、提出を求められる場合がありますので、領収書は
きちんと保管しましょう。

・その他、本税制の詳細につきましては、国税庁のホームページ等をご覧ください。

　「セルフメディケーション（自主服薬）税制」とは、（※1）スイッチOTC医薬品
の令和6年1月1日から令和6年12月31日までの間の購入費用について、従来の医
療費控除ではなく、新たな所得控除の適用を受けることができる制度です。（令和
8年分までの減税措置）
　この制度の適用を受けるには、個人がその年中に健康の保持増進及び疾病の予
防等（※2）一定の取組を行い、令和7年1月1日以降に令和6年分の確定申告書を
提出の際には、セルフメディケーション税制の明細書を添付する必要があります。
また、令和2年分以前の確定申告書を提出の際には、明細書の他に、当該取組を
行ったことを明らかにする書類を添付又は提示する必要があります。この所得控
除を申請しようとする組合員の方で、建設国保の証明が必要な方につきましては、
各地域連合事務所へ証明依頼をしていただければ、建設国保で実施の有無を確認
し、証明いたします。

・出産の費用
・義手、義足、松葉杖、義歯などの購入費
・6ヶ月以上寝たきりで医師などが必要と認めた人のおむつ代
　（医師のおむつ使用証明書が必要）
◎健康診断の費用、美容整形の費用、疾病予防や健康増進を目的とした医薬品・
健康食品の購入費用などは、控除の対象になりませんので注意してください。
◎医師、歯科医師などによる治療費以外で支払われた医療費等については「医
療費通知書（医療費控除申告用）」に記載されていない為、別途、領収書に基
づいて「医療費控除の明細書」を作成し、その明細書を申告書に添付してい
ただく必要があります。

・医療費控除の詳細につきましては、最寄の税務署等にご確認ください。
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車
中
は
ふ
ぐ
ガ
チ
ャ
の
開
封
大
会

ニ
ジ
マ
ス
釣
り
の
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
爆
釣
れ

花
材
を
手
際
よ
く
植
え
付
け 水

木
し
げ
る
記
念
館
を
見
学

ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
正
月
用

２
ウ
ェ
イ
ス
ワ
ッ
グ
作
り

ニ
ジ
マ
ス
釣
り
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ

初
参
加
同
士
楽
し
く
会
話

会
館
駐
車
場
で
寄
せ
植
え

そ
の
後
は
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

親
睦
旅
行
で

下
関
・
唐
戸
市
場
へ
Ｇ
Ｏ

高
田
地
区
で
日
帰
り
旅
行

30
人
が
バ
ス
で
鳥
取
境
港

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

花
を
変
え
て
長
く
楽
し
む

２
地
区
で
日
帰
り
旅
行

バ
ス
２
台
で
み
か
ん
狩
り

第９地連第９地連
広 島 北広 島 北

第８地連第８地連
青 年 部青 年 部

第８地連第８地連
主婦の会主婦の会

第10地連第10地連
高 陽高 陽

第11地 連第11地 連
三 次三 次

第11地 連第11地 連
三 次三 次

第８地連第８地連
広 島 西広 島 西

　

【
主
婦
の
会
・
田
村
純
枝
】

11
月
30
日(
土)
、
地
連
の
主
婦

の
会
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら

お
正
月
ま
で
飾
れ
る
２
ウ
ェ
イ

の
ス
ワ
ッ
グ
作
り
で
す
。

　

昨
年
の
学
習
会
の
「
リ
ー
ス

作
り
」
で
も
お
世
話
に
な
っ
た

可
部
の
お
花
屋
さ
ん
「
ラ
・
ス
ー

ル
」
の
玉
光
清
美
先
生
と
ア
ン

　

【
青
年
部
長
・
新
田
敏
雄
】

青
年
部
交
流
会
を
10
月
27
日(

日)

に
、
参
加
者
15
人
で
湯
来
町
釣

り
堀
に
て
開
催
。
10
時
に
現
地

集
合
、
坂
本
地
連
長
の
開
会
あ

　

【
主
婦
の
会
会
長
・
中
井
俊

予
】
12
月
７
日(

土)

10
時
半
よ

り
、
第
８
地
連
広
島
西
会
館
駐

車
場
で
寄
せ
植
え
を
行
い
ま
し

た
。

　

講
師
は
第
８
地
連
・
執
行
委

員
の
平
谷
さ
ん
に
お
願
い
し
、

　

【
社
保
対
専
門
委
員
・
中
田

健
一
】
季
節
は
木
々
も
色
づ
き

始
め
た
11
月
10
日(

日)

。
今
年

溜
ま
っ
た
疲
れ
を
癒
し
に
、
第

10
地
連
高
陽
親
睦
旅
行
に
行
っ

　

【
地
区
長
・
松
本
寿
司
】
11

月
17
日(

日)

に
、
五
日
市
・
湯

来
地
区
日
帰
り
旅
行
と
し
て
参

　

【
地
区
長
・
田
原
正
徳
】
12

月
１
日(

日)

第
11
地
連
三
次
・

高
田
地
区
で
日
帰
り
旅
行
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
組
合
員
、
家
族
を

含
め
30
人
で
バ
ス
に
乗
り
込
み
、

鳥
取
県
の
境
港
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。

　

２
０
２
４
年
４
月
20
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
水

　

【
主
婦
の
会
・
佐
々
木
順
子
】

第
11
地
連
三
次
主
婦
の
会
で
は
、

12
月
14
日(

土)

に
安
芸
高
田
市

甲
田
人
権
会
館
で
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
お

正
月
ま
で
使
え
る
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
す
。
県
・
主

婦
の
会
の
竹
村
会
長
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
本
部
の
活
動

報
告
や
県
内
交
流
会
の
報
告
な

ど
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
か
ら
は
「
皆
さ
ん
、
い

つ
も
私
よ
り
セ
ン
ス
の
あ
る
ア

ジ
ェ
ラ
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
、

参
加
者
15
人
と
講
師
２
人
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
花
材
や
ス
ワ
ッ
グ

作
り
の
説
明
を
受
け
て
、
「
ひ

し
形
が
理
想
」
と
教
え
ら
れ
、

ユ
ー
カ
リ
や
ヒ
バ
、
ス
ギ
、
柳
、

シ
ダ
な
ど
を
長
い
も
の
か
ら
短

い
も
の
へ
と
順
に
束
ね
ま
す
。

中
央
が
ふ
ん
わ
り
と
盛
り
上
が

い
さ
つ
の
後
、
各
自
釣
り
場
所

へ
移
動
し
て
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
エ
サ
だ
け
取
ら
れ

た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ツ

初
参
加
の
方
２
人
を
含
め
た
大

人
18
人
と
子
供
１
人
の
総
勢
19

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
講
師
が
見
本
を

作
っ
て
花
材
の
配
置
な
ど
の
説

明
を
し
た
後
、
皆
さ
ん
各
々
で

花
材
を
選
ん
で
手
際
よ
く
植
え

て
き
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
か
ら
大
盛
り
上
が

り
（
社
保
対
部
長
だ
け
（
笑
）
）

で
、
壇
之
浦
古
戦
場
跡
の
ガ
イ

ド
も
早
々
に
目
的
地
唐
戸
市
場

加
者
46
人
で
バ
ス
２
台
に
て
、

大
崎
上
島
へ
み
か
ん
狩
り
に
行

き
ま
し
た
。

木
し
げ
る
記
念
館
を
見
学
し
、

妖
怪
の
銅
像
が
立
ち
並
ぶ
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
を
散
策
し
た
後

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
さ
れ
る
の
で
、

ほ
と
ん
ど
伝
え
る
こ
と
は
な
い

の
で
す
が
、
ま
ず
は
足
元
を
緑

で
隠
し
て
く
だ
さ
い
。
オ
ア
シ

る
よ
う
手
の
上
で
重
ね
て

麻
糸
で
縛
り
、
松
ボ
ッ
ク

リ
や
コ
ッ
ト
ン
フ
ラ
ワ
ー

を
付
け
足
し
、
白
い
リ
ボ

ン
で
根
元
を
結
ん
で
ク
リ

ス
マ
ス
の
飾
り
っ
ぽ
く
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
リ
ー
ス
は
、
し
め

縄
と
紅
白
の
水
引
き
を
追

加
す
る
だ
け
で
、
お
正
月

飾
り
に
変
身
で
き
る
こ
と

も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

を
つ
か
む
と
爆
釣
れ

で
し
た
。

　

釣
り
の
後
は
Ｂ
Ｂ

Ｑ
。
釣
っ
た
魚
は
そ

の
場
で
唐
揚
げ
と
塩

焼
き
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
初
め
て
参
加

し
た
者
同
士
、
最
初

は
緊
張
し
て
い
ま
し

付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

終
始
楽
し
く
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
植
え
付
け
が
完
成
し
、

各
自
が
作
っ
た
寄
せ
植
え
を
前

に
集
合
写
真
を
撮
っ
て
講
習
は

終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
館
２
階
に
移
動

し
て
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
と
な
り
、

お
し
ゃ
べ
り
の
花
を
咲
か
せ
な

お
よ
び
、
周
辺

施
設
に
到
着
。

　

お
腹
も
減
り

イ
ベ
ン
ト
の
１

つ
、
食
の
秋
と

い
う
こ
と
で
楽

し
み
に
し
て
い

た
海
産
物
や
活

　

五
日
市
を

９
時
に
出
発

し
て
竹
原
港

か
ら
フ
ェ
リ
ー

に
乗
っ
て
大

崎
上
島
に
渡

り
、
き
の
え

温
泉
・
ホ
テ

ル
清
風
館
に

た
。70

分
少
々
の
学
習
会
は
、
お

し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
作
業
し
て

い
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終

了
時
間
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

私
は
、
花
材
が
う
ま
く
ま
と

ま
ら
ず
、
て
こ
ず
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
な
り
の
形
に
な
っ
た
の
で

た
が
、
徐
々
に
緊
張
が
解
け
楽

し
く
話
を
し
な
が
ら
食
事
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
影
響
で
、
５
年
ほ
ど
青
年
部

の
活
動
が
で
き
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
今
回
皆
様
の
ご
協
力
に

が
ら
、
１
月

の
主
婦
の
会

総
会
の
案
内

を
し
て
解
散

し
ま
し
た
。

　

第
８
地
連

で
は
、
年
間

行
事
の
一
覧

が
掲
載
さ
れ

き
い
き
馬
関
街
の
海
鮮
屋
台
を

ビ
ー
ル
片
手
に
堪
能
し
、
ク
エ

の
に
ぎ
り
、
フ
グ
の
か
ら
揚
げ
、

カ
ン
ジ
ャ
ン
ケ
ジ
ャ
ン
（
ワ
タ

リ
ガ
ニ
の
醤
油
漬
け
）
が
バ
チ

ボ
コ
美
味
し
か
っ
た
!!
（
笑
）

　

お
土
産
を
物
色
。
無
人
販
売

の
ふ
ぐ
ガ
チ
ャ
に
挑
戦
し
た
方

も
お
ら
れ
、
車
中
は
開
封
大
会

が
始
ま
り
、
ふ
ぐ
刺
し
や
、
て

っ
ち
り
な
ど
、
ス
ー
パ
ー
レ
ア

な
賞
品
が
入
っ
て
い
て
参
加
者

全
員
歓
喜
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

思
い
思
い
に
散
策
し
て
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
！

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
も
と
に
、

「
去
年
よ
り
今
年
！
今
年
よ
り

来
年
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
よ

り
楽
し
め
る
プ
ラ
ン
を
計
画
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

建
労
で
は
こ
ん
な
楽
し
い
行

事
も
あ
る
ん
だ
と
周
知
に
励
み
、

組
合
員
の
拡
充
に
努
め
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

て
昼
食
。
瀬
戸
内
食
材
を
使
っ

た
海
鮮
グ
ル
メ
を
皆
さ
ん
会
話

を
し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
木
江
ふ
れ
あ
い
郷

土
資
料
館
を
見
学
し
、
今
回
の

目
的
地
の
中
原
観
光
農
園
で
み

か
ん
狩
り
を
し
ま
し
た
。
園
内

で
、
も
ぎ
た
て
を
食
べ
た
り
、

１
人
１
ネ
ッ
ト
の
持
ち
帰
り
付

き
な
の
で
、
皆
さ
ん
ネ
ッ
ト
に

入
り
き
れ
な
い
ぐ
ら
い
に
詰
め

て
い
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
、
次
に

行
き
た
い
場
所
な
ど
に
つ
い
て

意
見
が
出
て
い
た
の
で
、
次
回

の
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

は
、
美
味
し
い
海
鮮
定
食
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

鳥
取
の
ご
当
地
銘
菓
の
「
と

ち
餅
」
や
新
鮮
な
海
産
物
の
お

土
産
を
手
に
、
皆
さ
ん
と
楽
し

い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ス
（
水
を
含
ん
だ
ス
ポ
ン
ジ
状

の
も
の
）
が
見
え
な
く
な
る
ま

で
刺
し
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し

て
ミ
ニ
バ
ラ
、
エ
リ
ン
ジ
ウ
ム
、

グ
リ
ー
ン
の
菊
、
松
笠
、
姫
リ

ン
ゴ
な
ど
を
配
し
て
い
く
と
出

来
上
が
り
で
す
。
あ
と
は
個
人

の
セ
ン
ス
で
仕
上
げ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
正
解
で

す
か
ら
ね
」
。
こ
の
ほ
か
、
オ

ア
シ
ス
に
刺
す
と
き
の
茎
の
切

り
方
、
花
を
挿
し
て
い
く
と
き

の
コ
ツ
な
ど
も
指
導
し
て
い
た

だ
い
て
か
ら
作
品
作
り
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

小
物
の
作
り
方
や
お
正
月
が

近
づ
い
た
と
き
に
お
花
を
変
え

て
長
く
楽
し
む
方
法
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
本
当
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
感
謝

で
す
。
最
後
に
作
品
と
と
も
に

マ
ス
ク
を
外
し
て
記
念
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。

作ったスワッグを手に

最後に作品とともに記念撮影

瀬戸内食材を使った海鮮グルメ

る
４
月
の
月
報
だ
け
は
、
毎
年

郵
送
で
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
初
参
加
の
方

は
、
そ
の
年
間
行
事
予
定
を
見

て
友
達
と
申
し
込
ま
れ
た
そ
う

で
す
。

　

地
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

月
報
だ
け
で
な
く
、
最
新
の
行

事
予
定
も
掲
載
。
年
間
行
事
予

定
を
捨
て
て
し
ま
っ
て
も
、
い

つ
で
も
手
軽
に
確
認
で
き
ま
す
。

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
作
品
を

見
る
と
、
ど
れ
を
見
て
も
、
素

敵
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
じ
花
材
で
も
各
々
個
性
が

出
て
、
「
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け

の
ス
ワ
ッ
グ
」
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
お
家
に
飾
っ
て

長
く
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
り
開
催
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。

　

今
後
も
青
年
部
で
交
流
会
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
や
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
将
来
性
を
感

じ
る
瞬
間
で
し
た
。
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地連名 件数
第１地連 福 山 （１）
第２地連 芦 品 １
第３地連 しまなみ １
第４地連 広島中央 （１）
第６地連 江田島 １
第７地連 広 島 ４（１）
第９地連 広島北 １

計 ８（３）
（　） 内は一人親方

1月1日の
組織人員
11,708人

建
物
を
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
し
て

基
礎
が
な
い
状
態
を
見
学

西
区
・
エ
コ
カ
ー
レ
ー
ス

安
芸
区
・
貯
金
箱
作
り

安
佐
南
区
・
マ
イ
箸
作
り

選
ん
だ
縄
に
飾
り
付
け

ゲ
ー
ム
直
前
で
ウ
キ
ウ
キ

思い出に残る旅行へ

大
阪
吹
田
市
の

住
宅
保
存
工
事
を
見
学

３
つ
の
区
民
ま
つ
り
で

広
島
建
労
を
ア
ピ
ー
ル

地
連
日
帰
り
旅
行

体
験
型
企
画
を
取
り
入
れ

28
人
参
加
で
熱
気
漂
う
中

豪
華
な
洋
風
し
め
縄
作
り

呉
マ
リ
ン
ボ
ウ
ル
で
大
会

60
人
み
ん
な
が
終
始
笑
顔

第１地 連第１地 連
福 山福 山

第７地連第７地連
広 島広 島

第７地連第７地連
広 島広 島

第1地 連第1地 連
福 山福 山

第５地連第５地連
瀬 戸 内瀬 戸 内

　

【
大
工
技
術
専
門
委
員
・
中

島
才
晴
】
11
月
２
日(

土)

〜
３

日(

日)

に
第
１
地
連
福
山
技
術

部
合
同
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
７
人
で
大
阪
吹
田
市

の
旧
西
尾
家
住
宅
の
保
存
工
事

を
見
学
し
ま
し
た
。
当
建
築
物

は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
明
治
26
年
か
ら
大
正

に
か
け
て
、
西
尾
家
11
代
目
興

右
衛
門
義
成
と
12
代
目
興
右
衛

門
義
雄
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

２
日
朝
７
時
に
集
合
し
、
新

幹
線
の
中
で
資
料
を
見
な
が
ら

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
德
田
和

信
】
11
月
３
日(

日)

、
西
部
埋

立
第
５
公
園
で
「
第
40
回
西
区

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
德
田
和

信
】
11
月
24
日(

日)

、
地
連
日

帰
り
旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
行
は
「
浜
田
お
魚

市
場
・
神
楽
面
色
塗
り
体
験
と

芸
北
オ
ー
ク
ガ
ー
デ
ン
昼
食
・

　

【
主
婦
の
会
会
長
・
稗
田
和

子
】
12
月
５
日(

木)

、
28
人
の

参
加
で
熱
気
漂
う
中
、
豪
華
な

洋
風
し
め
縄
作
り
を
し
ま
し
た
。

予
習
を
し
て
現
場
に
向
か
い
ま

し
た
。
到
着
し
て
中
を
見
学
す

る
と
、
第
１
期
工
事
の
現
在
は

建
物
全
体
を
２
ｍ
程
ジ
ャ
ッ
キ

ア
ッ
プ
し
て
基
礎
が
な
い
状
態

で
し
た
。
基
礎
工
事
の
た
め
、

地
面
を
小
型
重
機
で
掘
削
作
業

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
基
礎
よ
り

下
か
ら
見
上
げ
る
建
物
は
普
段

見
る
こ
と
が
な
い
の
で
皆
さ
ん

驚
愕
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

こ
は
職
人
、
す
ぐ
さ
ま
質
問
の

嵐
と
な
り
、
案
内
役
の
方
が
対

応
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
豪
雨
と
な
っ
た
た
め

金
物
店
を
視
察
し
、
夜
は
ホ
テ

ル
の
近
く
の
店
で
親
睦
会
を
し

な
が
ら
、
こ
の
会
の
目
的
や
今

後
の
新
規
部
員
の
確
保
に
つ
い

　

【
税
対
専
門
委
員
・
中
田
誠

二
】
第
５
地
連
瀬
戸
内
主
催
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
11
月
16
日

(

土)

に
、
呉
マ
リ
ン
ボ
ウ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
組
合
員
31
人
と
そ

の
家
族
29
人
の
合
計
60
人
。
多

18
日　

第
61
回
主
婦
の
会
総
会

19
日　

第
３
１
５
回
執
行
委
員
会

20
日　

各
地
連
青
年
部
長
会
議

22
日　

第
４
地
連
第
15
回
定
期
大
会

23
日　

第
９
地
連
第
14
回
定
期
大
会

27
日　

第
５
地
連
主
婦
の
会
総
会

　
２
日　

第
２
地
連
第
15
回
定
期
大
会

　

第
５
地
連
第
14
回
定
期
大
会

　
３
日　

四
役
会
議

　
６
日　

二
役
・
地
連
長
会
議

　
８
日　

第
25
回
青
年
部
総
会

　
９
日　

第
７
地
連
特
定
健
診

　

第
11
地
連
第
14
回
定
期
大
会

17
日　

四
役
・
専
門
部
長
・
議
長
・
司
会

　

打
合
せ
会
議

　

訓
練
校
修
了
式

22
日　

第
69
回
定
期
大
会

▼
２
〜
３
月
の
行
事
予
定
▲

民
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
西

地
区
か
ら
18
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
建
築
現
場
の
廃
材
を
利
用

入
浴
」
と
い
う
体
験
型
の
企
画

を
取
り
入
れ
、
思
い
出
に
残
る

旅
行
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
と
そ
の
奥
様
37
人
が

参
加
し
、
午
前
８
時
に
建
労
会

館
を
出
発
し
ま
し
た
。
車
中
で

　

赤
・
白
・
紫
の
３
種
類
か
ら

縄
を
選
び
、
ダ
リ
ヤ
・
梅
の
花
・

松
を
飾
り
付
け
リ
ボ
ン
や
房
を

あ
し
ら
い
ま
し
た
。

2月3月

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

19
時
よ
り
県
・
原
委
員
長
の

始
球
式
を
合
図
に
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー

ト
。
各
レ
ー
ン
か
ら
ボ
ー
ル
を

投
げ
る
度
に
歓
声
が
沸
き
上
が

り
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る
人
、
残

念
が
る
人
、
さ
ま
ざ
ま
な
様
子

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
家
族
参
加

の
方
は
、
家
族
で
の
楽
し
い
時

間
を
過
ご
さ
れ
、
み
ん
な
終
始

笑
顔
の
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
入
賞
者
の

発
表
が
あ
り
、
順
位
ご
と
の
賞

品
を
い
た
だ
き
、
入
賞
さ
れ
な

か
っ
た
方
も
参
加
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
組
合
員
そ
し
て
、

そ
の
家
族
同
士
の
友
好
関
係
が

築
け
る
よ
う
に
、
来
年
度
も
開

催
す
る
予
定
な
の
で
是
非
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

し
た
エ
コ
カ
ー
作
り
は
大
好
評

で
、
１
５
０
台
が
完
売
。
子
供

た
ち
は
自
作
の
エ
コ
カ
ー
を
コ
ー

ス
で
走
ら
せ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

同
日
、
安
佐
南
区
民
文
化
セ

ン
タ
ー
で
は
「
安
佐
南
区
民
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
マ
イ
箸

は
、
見
知
っ
た
顔
を
見
つ
け
て

は
近
況
報
告
な
ど
話
に
花
を
咲

か
せ
、
賑
や
か
な
様
子
で
し
た
。

　

最
初
の
目
的
地
で
あ
る
浜
田

お
魚
市
場
で
は
、
魚
介
類
や
海

産
物
な
ど
の
お
土
産
を
購
入
し

作
り
や
ビ
ス
止
め
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
特

に
10
歳
未
満
の
お
子
様
に
大
人

気
で
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

11
月
10
日(
日)
に
は
、
安
芸

区
民
セ
ン
タ
ー
で
「
安
芸
区
民

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
金
城
民
俗
資
料
館

に
移
動
し
、
神
楽
面
色
塗
り
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
河
童
や
お

多
福
な
ど
の
お
面
に
色
を
塗
る

体
験
で
は
、
見
本
に
忠
実
に
色

を
入
れ
る
方
や
、
絵
の
具
を
混

ぜ
て
個
性
を
出
す
方
な
ど
、
皆

さ
ん
童
心
に
戻
っ
た
よ
う
に
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

芸
北
オ
ー
ク
ガ
ー
デ
ン
で
は
、

品
数
豊
富
な
会
席
料
理
を
楽
し

み
、
満
足
の
い
く
食
事
と
入
浴

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
旅
行
風
景
は
７
地
連

の
Ｈ
Ｐ
（
行
事
写
真
）
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

内　容 件数
転 墜 落 ６
工 具 ・ 機 械 ２
交 通 事 故 １
打 撲 ・ 捻 挫 １
飛 来 ・ 落 下 １

計 11

「カンガルーマーク」クイズ
紙
面
に
複
数
個
の
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
の
総
数(

写
真
内
の
も
の
は
含
ま
な
い)

を
お
答

え
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ(

Ｆ
Ａ
Ｘ
可)

に
、
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
の
総
数
・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属
地
連
名
・
『
広
建
新
報
』

に
つ
い
て
ひ
と
こ
と
感
想
」
を
明
記
し
て
、
広
島
建
労
・
県
本
部
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
応
募
可
能
〈
「
組
合
員
専
用
」
ペ
ー
ジ
〉
で

す
。
抽
選
の
上
、
10
人
の
方
へ
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
応

募
締
め
切
り
は
今
月
末(
消
印
有
効)

ま
で
で
す(

正
解
：
１
月
号
は
２
個)

。

労働災害地連別件数一覧表
令和6年12月分

労災保険に入りましょう

令和６年度・最優秀賞

慣
れ
て
こ
そ

　
安
全
確
認今

一
度

労働安全標語

第2地連芦品
山根　貴充さん

※
あ
く
ま
で
予
定
で
す(

後
日
変
更
あ
り)

。
詳
細
は
県
本

部
ま
た
は
所
属
の
地
連
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
移
動
は

全
て
地
下
鉄
と
徒
歩
。
足
が
パ

ン
パ
ン
で
し
た
。

２
日
目
は
、
朝
か
ら
大
阪
城

の
見
学
に
行
き
、
石
垣
の
大
き

さ
や
城
の
優
美
さ
に
見
惚
れ
ま

し
た
が
中
は
階
段
地
獄
。
ど
っ

と
疲
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
竹
中
道
具
館
で
は

大
工
道
具
だ
け
で
な
く
、
竹
小

舞
の
茶
室
、
繊
細
な
建
具
細
工

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
安
芸

南
地
区
か
ら
15
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
木
工
キ
ッ
ト
の
ゴ
ム
鉄

砲
や
廃
材
を
使
っ
た
貯
金
箱
作

り
は
参
加
者
多
数
で
完
売
。
参

加
者
に
は
広
島
建
労
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

や
風
船
を
配
布
し
ま
し
た
。

な
ど
を
一
緒
に
行
っ
た
技
術
部

員
さ
ん
に
解
説
し
て
も
ら
い
な

が
ら
見
学
。
技
術
部
合
同
見
学

会
な
ら
で
は
で
、
新
し
い
知
識

が
増
え
ま
し
た
。

　

大
阪
吹
田
市
の
旧
西
尾
家
住

宅
の
保
存
工
事
は
、
来
年
、
再

来
年
と
進
捗
状
況
が
今
後
も
興

味
深
い
で
す
。
ま
た
、
見
学
さ

せ
て
も
ら
え
る
機
会
が
あ
れ
ば

と
参
加
者
全
員
が
思
い
ま
し
た
。

　

自
分
で
作
っ
て
、
自
分
で
褒

め
て
、
皆
さ
ん
素
晴
ら
し
い
出

来
映
え
で
し
た
。

　

先
生
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と

で
も
嫌
が
ら
ず
、
親
切
に
そ
れ

こ
そ
手
と
り
・
足
取
り
…
。
先

生
も
大
変
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
何
せ
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加

者
が
「
先
生
、
先
生
ち
ょ
っ
と

見
て
」
「
こ
こ
ど
う
す
る
ん
？
」

な
ん
て
口
々
に
言
う
の
で
、
そ

れ
に
時
間
を
取
ら
れ
て
前
へ
進

め
ま
せ
ん
。
早
く
出
来
上
が
っ

た
人
は
、
手
持
ち
無
沙
汰
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

何
と
か
出
来
上
が
っ
た
の
が

開
始
か
ら
３
時
間
あ
ま
り
。
素

敵
な
し
め
縄
が
出
来
上
が
り
、

全
員
ピ
ー
ス
。
ピ
ー
ス
。

　

来
年
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
初

め
て
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
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